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「波佐見中尾皿山と鬼木棚田の文化的景観」

エンブレム・お菓子披露 ３／２８

３月１日、第４９回卒業証書授与式を挙行しました。
式辞では、永田校長が「私からの最後の宿題です。幸せになりなさい。そして、その幸せを、だれか

と分かち合える人でいなさい」という言葉で締めくくりました。
答辞では、普通科の山口葵さんが、波佐見町の音訳ボランティア活動を経験して考えたことや成

長したこと、波佐見町からの入学支援金等へのお礼を述べました。
前川町長様には心に深く響く祝辞をいただき、地域の皆様・保護者に見守られた心温まる卒業式

となりました。

第4９回卒業証書授与式 ３／１

４月の主な行事
３日（金）入学予定者オリエンテーション・部活動紹介
８日（水）着任式・1学期始業式・入学式
９日（木）学年集会・団別集会・授業開始(２・３年）
９日（木）～１５日（水） 新入生研修

１７日（金）任命式・歓迎行事
２１日（火）身体測定・新体力テスト
２７日（月）基礎力診断テスト
２８日（火）体育祭特別日課（～５／９）

「波佐見中尾皿山と鬼木棚田の文化的景観」が国の重要文化的景観に選定され、本校生徒がエ
ンブレムとお菓子を考案しました。

エンブレムは、2年美術・工芸科の吉村萌南
さんが、棚田の風景をリズミカルに表現したも
のです。
お土産のお菓子は、2年普通科の大平洵李
さんと古田千夏さんが、波佐見産の味噌を加
えたフィナンシェ「和にゃんシェ」として開発し
ました。



１・２年 個人探究全体発表会 ３/６

今年度から始まった個人探究について１，２年生がウェイブホールで行いまし
た。
全員がポスターセッションで発表し、その後、代表の６チームが、全体発表を

行いました。波佐見中学校1年生も参加し、見学や質問等が活発に行われました。

離退任なさる先生方からのメッセージ

松永 朋子先生
→希望が丘高等特別支援学校

植田 浩嗣 先生
→ 鳴滝高校定時制夜間へ

只熊 太郎 先生
→ 佐世保南高校 新規採用へ

中原 千穂 先生 → 大村城南高校へ

林 良祐 先生 → 県立長崎図書館へ

永田英樹 先生 ご退職

黒江 英樹 先生 → 大村工業高校へ

宮木 真貴 先生 → ご退職

廣井 恒之先生 → 松浦高校へ

園田 明未 先生 → 佐世保工業高校へ

波佐見高校ほど先進的な取り
組みをしている学校はありま
せん。波佐見高校を選んだと
いうことに誇りを持って、一
人一人が宣伝隊長になって学
校を盛り上げてほしいです。

深山の桜のように真心を尽く
し、卒業した後も苦しいとき
には心の中の波佐見高校に、
帰ってきてください。そこに
はきっと新たな希望に挑戦す
る光があります。4年間あり
がとうございました。

「正しく怒れる人」になって
ほしいです。怒るだけならだ
れでもできますが、正しく怒
ることが大切で、おかしいこ
とはおかしいと言い、なおす
べきことを直していきましょ
う。

体育館では大きいと感じる横
断幕は、甲子園球場には高さ
が合うというすごい横断幕で
す。校歌の歌詞も素晴らしい
ので、そんな波佐見高校で夢
を持ってほしいです。

次は学校ではないところで働
くことになります。これを機
に挑戦したいことがあります。
何かに挑戦することに遅すぎ
ることはありません。皆さん
も何かに挑戦してほしいです。

みなさんは今、キラキラ輝いて
いて、周囲から支えられている
存在です。今後は人を支えるこ
とになります。その前に自分の
ことがきちんと自分でできるよ
うな存在になってください。

気が利く、天真爛漫な生徒た
ちに恵まれて幸せでした。次
回、皆さんに会うときは、も
うちょっと面白い人間になっ
ていたいです。

礼儀正しく、明るい生徒の皆
さんと過ごすことができた１
年間でした。これからも波佐
見高校のために、頑張ってく
ださい。

波佐見高校では素晴らしい生
徒と過ごすことができました。
進級に向けての勉強など頑
張ってほしいです。新たな赴
任地でも担任として頑張りま
す。

数学の授業では真剣に話を聞
いてくれ、周りの人と勉強し
合うのを見て本当にうれし
かったです。波佐見高校が教
員人生で初めての勤務校でよ
かったです。

ガストロノミーウォーキング ３/２８

ガストロノミーウォーキングとは、１０キロ完走を目指しながら、地域の景観や
自然を体感するウォーキングのことです。
家庭部の生徒が作った「煮ごみまんじゅう」を提供しました。干しシイタケやア

スパラガスなど波佐見産のおいしい素材を煮込んだ具が絶品で、食べた後に「おい
しかったよ！」とおっしゃる方もいて、大好評でした。野球部も道案内などを行い
ました。


	スライド 1
	スライド 2

